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１．ＷＩＳＥＮＥＴの施策に基づく観光渋滞対策について
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ＷＩＳＥＮＥＴのコンセプトには「観光立国の推進」も含まれており、全国各地で課題となっている「オーバーツーリズム」に対する
対策も進めていく。

オーバーツーリズムが課題となっている観光地について、ビッグデータを活用して、交通の特性を明らかにするとともに、渋滞
要因を分析し、効率的・効果的な渋滞対策を検討することで、効率的・効果的なサービス向上を実現していく。

■WISENET2050の概要

出典）「WISENET2050・政策集 国⼟交通省道路局」より抜粋

オーバーツーリズムとなっている観光地をビッグデータで分析し、
ハード・ソフト両⾯において地域と連携した渋滞対策の推進でサービスレベルの向上を実現

サービスレベルをデータで評価
• 観光客の少ない平⽇の旅⾏速度
（ポテンシャル性能）

• ⼤型連休等、観光ハイシーズンの平均旅⾏速度
（パフォーマンス性能）

課題箇所の分析
• 「時間別・箇所別・⽅向別」の速度データや、渋滞箇所
を通⾏する⾞両の出発地等の交通特性やパフォーマン
スが低い箇所の渋滞発⽣メカニズムを分析します。

▲休⽇の速度低下エリア新たな対策の実施
• 今後、必要な基準等の整備を検討し、局
所的・⾯的な渋滞対策など、新たな対策
を柔軟に実施します。

需要サイドとの連携
• インフラのポテンシャルを活かし、賢く利⽤
していくためには、需要サイドとの連携も重
要です。

• 地域との協働や経済的⼿法を含めた
TDMを推進します。

▲地域毎の速度低下エリア

該当箇所例エリア数地域
札幌、函館、
洞爺湖、釧路29北海道

仙台、仙北、
蔵王、天童42東北

鎌倉、箱根、
⽇光、⽚品82関東

七尾、和島、
弥彦、南砺8北陸

⽩川、伊勢、
熱海、下⽥49中部

該当箇所例エリア数地域
淡路、城崎、
⼤津、新宮36近畿

廿⽇市、⿃取、
出雲、倉敷10中国

⼟佐清⽔、
直島、三好10四国

湯布院、中津、
⼤宰府、霧島43九州

読⾕、恩納、
名護、本部12沖縄



特に混雑が⾒られたエリア︓80エリア

２．令和６年度のＧＷ期間中に特に混雑が見られた８０エリアについて
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ＷＩＳＥＮＥＴの施策に基づき、令和６年ＧＷの一般道路の交通状況について全国一律で集計を行ったところ、ＧＷ期間中に特
に混雑が見られた８０エリアが抽出され、兵庫県内でも「淡路市」、「神戸市・三田市」、「豊岡市」の３エリアが抽出された。

各道路管理者は考察・検証し、必要に応じて対策検討を進めていく必要がある。

兵庫県内では
3エリアが抽出

【出典】2024年ゴールデンウィークの一般道路の渋滞状況（国土交通省）

＜地域分析（5ｋｍ×5ｋｍメッシュ＞ ＜区間分析（交通調査基本区間）＞

メッシュ平均速度データ
12,898地域

区間平均速度データ
125,379区間

速度が向上する地域
10,433地域

速度が低下する地域
2,465地域

速度低下が顕著な地域
所要時間が平常時より1割以上増加:550地域
所要時間が平常時より3割以上増加:121地域

所要時間増加が顕著な区間
1⽇以上︓1,973区間
3⽇以上︓656区間

平均速度が平常時と
⽐べて⾼い

平均速度が平常時と
⽐べて低い

平均所要時間が平⽇の1.5倍以上

上記1,973区間に含まれる
交差点数:1,742箇所

速度低下が顕著な地域、かつ所要時間増加が顕著な区間が重複するエリア



２．令和６年度のＧＷ期間中に特に混雑が見られた８０エリアについて
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豊岡市

神⼾市・三⽥市等

淡路市

神⼾市・三⽥市等

⻑尾線（上り）

神⼾三⽥線（上り）

宝塚唐櫃線（上り）

宝塚唐櫃線（上り）

明⽯神⼾宝塚線（上り）

明⽯神⼾宝塚線（下り）

⼤沢⻄宮線（上り）

豊岡市

豊岡瀬⼾線（上り）

豊岡瀬⼾線（下り）

豊岡瀬⼾線（上り）

淡路市

⼀般国道28号（上り）

福良江井岩屋線（下り）

⽣穂育波線（下り）

【出典】2024年ゴールデンウィークの一般道路の渋滞状況（国土交通省）

兵庫県内の選定エリア（３エリア）

兵庫県内での
検討事例として紹介
兵庫県内での

検討事例として紹介
兵庫県内での

検討事例として紹介



３．国道２８号淡路市周辺における観光渋滞対策の検討事例
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時間帯別の所要時間では、通常時の平均所要時間である３分を下回る日が多いものの、４月２８日、５月４・５日に通常時より
所要時間を要している時間帯が存在し、夕方１５時台以降に所要時間が伸びており、帰宅交通が集中している。

通常時と比較して１．５倍の所要時間となっている５月４日は、夜２０時台に通常時と比較して１２倍となる３６分を要している。

（１）GW期間中の時間帯別所要時間の状況（田ノ代交差点→淡路インター前交差点間）

▼GW期間中の時間帯別所要時間（昼間12時間）

▼5/4の時間帯別所要時間（24時間）

所要時間︓ETC2.0プローブデータ（様式2-6）

所要時間︓ETC2.0プローブデータ（様式2-6）

4/28︓⼣⽅に所要時間が増加傾向 5/4，5︓
⼣⽅に所要時間が増加傾向

5/4 20時台は
通常時の12倍の所要時間



３．国道２８号淡路市周辺における観光渋滞対策の検討事例
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GW前の４月２４・２５日には、淡路インター前交差点で２０ｋｍ/ｈ以下に速度低下している時間帯が多いが、その他の箇所で目
立った速度低下は発生していない。

所要時間が１．５倍となっている５月４日も、淡路インター前交差点を先頭とする２０ｋｍ/ｈ以下の速度低下が発生。
夕方１６時台以降は最大で国営明石海峡公園付近まで速度低下区間が続き、さらに１７時台以降は５ｋｍ/ｈ以下まで速度が
低下している。

（２）GW期間中の国道２８号北行きの旅行速度

データ︓ETC2.0プローブデータ
R6.4.24-25，R6.5.4

R6.4.24-25（北⾏き）

R6.5.4（北⾏き） ︓05km/h未満 ︓10km/h未満 ︓20km/h未満 ︓30km/h未満 ︓40km/h未満 ︓40km/h以上

7 時台
8 時台
9 時台
10 時台
11 時台
12 時台
13 時台
14 時台
15 時台
16 時台
17 時台
18 時台
19 時台
20 時台
21 時台

7 時台
8 時台
9 時台
10 時台
11 時台
12 時台
13 時台
14 時台
15 時台
16 時台
17 時台
18 時台
19 時台
20 時台
21 時台

久留⿇交差点

浦交差点

夢舞台前交差点
南鵜崎交差点

⽥ノ代交差点

淡路インター前
交差点

3.716342236 3.889635 4.510743
5 4.656664 3.862428599 4.164993 4.068665
4 4.952892 2.190603 3.035496

2.806221409 1.285985417 1.9 1.8 1.7 1.803 1.526096864 1 2.754938 1.395051 1.907333
3.758258787 5 4.6 4.311 3.966918414 4 3.622628 3.832403321 3.85473 3.80488

明⽯海峡公園付近まで
速度低下

国営明⽯海峡公園

17時台以降は
5km/h未満



３．国道２８号淡路市周辺における観光渋滞対策の検討事例
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通常時、GW期間中ともに、国道２８号を北上する車両が多く、３割以上が東浦ＩＣから高速道路を利用せず、淡路ＩＣまで北上
している。

GW期間中は西海岸側から淡路島北端、岩屋港の前を通って淡路ＩＣに向かう車両も存在し、岩屋港前交差点通過車両は１
割に達している。

（３）淡路ＩＣ利用車両の利用経路状況

▼通常時（4/24，25）の経路 ▼GW（4/27〜5/6）の経路

データ︓ETC2.0プローブデータ R6.4.24-25，R6.5.4



３．国道２８号淡路市周辺における観光渋滞対策の検討事例
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淡路島は島外からの日帰り観光スポットとなっていますが、淡路島への接続道路が神戸淡路鳴門自動車道のみとなっている
ため、淡路島北端の淡路ＩＣに交通が集中している。

地域の産業経済や住民の生活を支える国道２８号では特に大型連休には観光交通による渋滞が発生しており、さらに淡路IC
周辺には新たな集客施設の開発が予定されていることから、さらなる渋滞悪化が懸念されている。

過去の所要時間実績等による混雑予測情報や、東浦ＩＣを利用した迂回経路の情報を看板やインターネット、事前広報チラシ
等で提供して帰宅交通を分散する渋滞対策を行い、サービスレベルの向上を図っていく。

（４）対策方針（案）

渋滞情報の提供イメージ
①看板を活⽤した情報提供

②混雑予測情報の提供
ETC2.0による過去の所要時間実績等による混雑予測情報を兵庫
国道事務所のHP等で提供

情報提供のイメージ

情報提供により帰宅交通の分散
→サービスレベルの向上を図る

③事前広報チラシ
⼤型連休の⼣⽅〜夜にかけてに国道28号で⼤きな渋滞が発⽣する
ことを周知する広報チラシを作成し、道の駅やSA・PAに配置して情
報提供

広報チラシのイメージ

淡路ICまでの国道28号が混雑していることを周知し、東浦ICを利⽤
した迂回経路の情報を記した看板を、「道の駅 東浦ターミナルパーク」
に設置

看板のイメージ

凡 例

集客施設（観光施設）

新たな集客施設

交差点名

情報提供により
交通分散を図る


